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新潟県に「集団洗口を行

わない施策」を要望




連合新潟（日本労働組合総連合会新潟県連合会）は２００６年１０月、新潟県知事に対して２００７年度新潟県予算に対する施策要望を提出しましたが、その中に、集団フッ素洗口を行わないよう求める項目も加わりました。連合新潟に加盟する新潟県教職員組合の働きかけによるものです。

新潟県内の最大の労働団体である連合新潟がこのような要求を掲げるのは画期的。県当局からは「従来どおり積極的に推進」という相変わらずの回答でしたが、フッ素問題がより広がることが期待されます。

【連合新潟からの施策要望】

フッ素の安全性、有効性に賛否両論ある中、「疑わしきは導入せず」の立場で小学校、中学校、保育所などにおいての集団フッ素洗口を行わないこと。

【新潟県からの回答】

　フッ素洗口の安全性・有効性につきましては、学問的に既に確立し、内外の専門機関が一致してフッ素利用を推奨しており、学会において賛否の議論はないものと認識しております。

　県としましては、集団フッ素洗口がむし歯になりやすい子ども達への安全で有効なむし歯予防法であるものと判断し、積極的に推進しているところです。

　なお、本県では、全国に先駆けてフッ素洗口に取り組んだ結果、12歳児一人平均むし歯数は、５年連続して全国第１位の少ない本数を記録しており、特にフッ素洗口を全保育所・小学校で取り組む市町村において高い効果が現れています。

	◆北海道教職員組合

清水さん迎え、フッ素を
考える札幌集会開く



２月３日、北教組養護教員部はフッ素導入反対の要請行動をしている北海道母と女性教職員連絡協議会の協力を得て「『フッ素』を考える札幌集会」を約８０人の参加のもと開催しました。

　今、「健康日本２１」以後「フッ化物洗口ガイドライン」が出され、北海道は７８００人の乳幼児や子どもたちがフッ素洗口・塗布をさせられています。

　集会では、フッ素を使わない歯医者である、清水央雄（浜頓別かもめ歯科医）さんに「フッ素は本当に安全で有効なのか」～むし歯予防に薬物はいらない～と題して講演していただき、フッ素の有害性、フッ素はヒ素の２０分の１の毒性があること、フッ素でむし歯予防効果はない、アメリカ歯科医師会ではフッ素洗口を推奨せず、世界の流れに逆行する日本の歯科予防に疑問があること、フッ素の歯を強化する学説は間違いであるなどが明らかになりました。むし歯予防には唾液の抗虫歯作用による再生化で十分対応できることが確認されました。

　参加者からは、歯科医でフッ素塗布を求められたときの対応、フッ素推進派データの見分け方、推進派のメリットは何かなど質疑が出され、また、フッ素洗口にかかわる状況について胆振、日高からもとりくみ報告や課題などが交流されました。
　フッ素推進会報誌「北海道子どもの歯を守る会」では、障がい者の歯科予防にはフッ素が有効とし、今後フッ素導入が懸念されます。私たちは「有効性・安全性・必要性」に問題のある「フッ素洗口・塗布」導入反対をめざし、多くの保護者、教職員などと連帯していくことや、各地域でフッ素導入反対の市民集会を開催していく意義を確認できた集会でした。（北海道教職員組合機関紙「北教」2007年2月11日号から転載）










